
＃

■

鏑
』
幸
．,鍵§

露
藍
．
熱

ａ
舟
山
凹

噸
欝
＃
§

Ｈ
昭
Ⅳ 鍔

、

ＣｌＮＥＭＡ試写室

いろとりど１，の若葉の季節
淀川長治く映画評論家〉

招
出『

８
１
３
１
１

新
開
地
復
興
運
動
で
来
る
五
月
十
日
に
は
新
開
地
の
映
画
館
で

私
は
シ
ン
カ
イ
チ
の
講
演
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｃ
Ｃ

Ｏ
の
読
者
さ
ん
は
一
人
で
も
多
く
聞
き
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
。

い
つ
ぽ
う
西
洋
活
動
写
真
上
陸
第
一
歩
が
神
戸
、
こ
の
記
念
碑

ら
い
れ
ん

が
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
公
園
に
建
つ
と
い
う
こ
れ
も
来
年
五
月
完

成
と
い
う
嬉
し
さ
、
神
戸
は
フ
ァ
イ
ト
を
見
せ
て
、
た
の
も
し
い
。

×

映
画
の
ほ
う
は
、
ア
メ
リ
カ
映
画
「
ス
ト
レ
ン
ジ
ャ
ー
・
ザ
ン

・
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
（
一
九
八
四
年
作
、
モ
ノ
ク
ロ
、
一
時
間
半
）

が
面
白
い
。

し
ろ
お
と

素
人
映
画
の
よ
う
な
そ
の
素
人
ら
し
い
新
鮮
さ
が
目
に
し
み
こ

む
。
し
か
し
中
味
は
凄
い
く
ろ
お
と
。

大
正
九
年
（
一
九
二
○
年
）
ご
ろ
神
戸
の
キ
ネ
マ
倶
楽
部
で
大

か
つ
Ｌ
か
す
江
ご

正
活
映
の
「
ア
マ
チ
ュ
ア
倶
楽
部
」
と
「
葛
飾
砂
子
」
を
見
た
時

も
そ
の
新
鮮
さ
に
驚
い
た
。
谷
崎
潤
一
郎
が
シ
ナ
リ
オ
に
参
加
し

た
大
正
活
映
作
品
だ
っ
た
。
も
っ
と
も
鏡
花
の
「
葛
飾
砂
子
」
は
監

く
り
は
ら

督
の
栗
原
喜
一
二
郎
自
身
が
脚
色
に
当
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
「
バ
ワ
リ
ィ
妬
時
」
と
い
う
記
録
映
画
と
「
ア

か
げ

メ
リ
カ
の
影
」
と
い
う
劇
映
画
に
た
ま
ら
な
い
新
鮮
さ
を
見
た
。

も
う
三
十
年
以
上
も
ま
え
の
こ
と
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
映
画
の
ゴ

ダ
ー
ル
の
「
勝
手
に
し
ゃ
が
れ
」
（
一
九
五
九
）
も
そ
の
出
来
上
り

は
実
に
新
鮮
だ
っ
た
。
こ
の
新
鮮
さ
を
ヌ
ー
ベ
ル
ヴ
ァ
ー
グ
な
ど

と
呼
ん
で
騒
ぐ
の
も
は
た
か
ら
見
る
と
大
人
気
な
い
が
、
映
画
は

、
、
、
し
ん

な
に
か
科
学
が
新
科
学
を
発
見
す
る
と
同
じ
く
新
し
さ
に
映
画
進

ぽ歩
を
発
見
し
た
気
に
な
る
。

「
ス
ト
レ
ン
ジ
ャ
ー
・
ザ
ン
・
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
は
ハ
ン
ガ
リ
イ

の
十
六
歳
の
女
の
子
が
ア
メ
リ
カ
の
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
の
伯
母
を

、
、
、

訪
ね
る
映
画
。
そ
の
道
中
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
い
と
宗
」
の
家
に
泊

り
、
そ
の
い
と
こ
の
こ
れ
も
二
十
歳
あ
ま
り
の
男
と
そ
の
男
の
友

だ
ち
と
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
十
日
間
ス
ケ
ッ
チ
と
今
度
は
こ
の
三
人

が
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
か
ら
フ
ロ
リ
ダ
へ
行
く
。
そ
の
道
中
ス
ケ
ッ

チ
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
と
フ
ロ
リ
ダ
の
、
い
わ
ば

パ
ー
ト
三
部
に
わ
か
れ
た
ス
ケ
ッ
チ
・
ス
タ
イ
ル
。
素
人
が
焔
ミ

１鋤
蕊
簿
鍵

混り

醗

；

･ ザン・パラダイス
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い
が
、
も
は
や
八
十
を
こ
え
ら
れ
た
と
思

ら
れ
、
き
れ
い
な
和
服
で
、
話
し
合
っ
て

い
る
う
ち
に
も
涙
を
こ
ぼ
さ
れ
た
。
神
戸

へ
の
想
い
、
大
阪
へ
の
懐
し
さ
が
、
嬉
し

き
よ
う
し
ゆ
う

ぐ
、
そ
れ
ら
へ
の
郷
愁
の
涙
と
思
え
た
。

同
席
の
高
畠
達
四
郎
画
伯
の
未
亡
人
が

そ
の
松
子
さ
ん
を
い
と
し
ん
で
、
こ
の
お

ふ
た
り
が
赤
坂
の
お
と
な
り
同
士
で
、
私

ひ
ぷ
Ｌ
に
Ｌ

は
こ
の
東
と
西
の
お
圭
属
ち
の
お
ふ
た
り
に

見
と
れ
た
が
、
高
畠
未
亡
人
は
も
う
す
ぐ

ロ
ン
ド
ン
の
息
子
さ
ん
に
逢
い
に
ゆ
く
と

い
う
お
元
気
さ
だ
っ
た
。

別
れ
る
と
き
、
今
度
は
、
松
子
さ
ん
が

な

ほ
ん
と
う
に
泣
か
れ
だ
し
た
。
美
し
い
ひ

と
、
い
と
し
い
ひ
と
。

アメリカ映画「ナインハーフ」（1 9 8 5 ）より

リ
で
と
っ
て
い
る
よ
う
で
い
て
、
ぐ
ん
ぐ
ん
と
引
き
つ
け
て
ゆ

く
。
と
き
ど
き
画
面
を
ま
つ
く
る
に
し
て
五
秒
六
秒
。
こ
れ
が
こ

の
映
画
の
呼
吸
を
示
す
。
め
く
る
日
記
の
つ
ぎ
の
頁
へ
の
感
し
ょ

く
を
感
じ
さ
せ
る
。
男
二
人
女
一
人
の
こ
の
青
春
、
映
画
の
中
の

ラ
ヴ
・
シ
ー
ン
の
ご
と
き
も
の
は
一
度
も
見
せ
た
こ
と
が
な
い
、

エ
ロ
も
セ
ッ
ク
ス
も
な
い
、
そ
れ
で
こ
の
三
人
の
若
さ
を
私
た
ち

に
身
に
し
み
こ
ま
せ
さ
せ
る
。

脚
本
と
監
督
は
ジ
ム
・
ジ
ャ
ー
ム
ッ
シ
ュ
。
若
者
の
一
人
は
音

楽
の
方
で
は
知
ら
れ
た
ジ
ョ
ン
・
ル
ー
リ
ー
。
日
本
に
一
一
度
来
て

い
る
。

×

同
じ
ア
メ
リ
カ
映
画
の
「
ナ
イ
ン
ハ
ー
フ
」
（
一
九
八
五
）
は
ミ
ッ

キ
ー
・
ロ
ー
ク
主
演
映
画
。
「
イ
ヤ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
ド
ラ
ゴ
と

（
一
九
八
五
）
で
好
き
と
嫌
い
の
ま
つ
ぷ
た
つ
に
別
れ
た
新
人
の
主

演
映
画
だ
。
私
は
ミ
ッ
キ
ー
・
ロ
ー
ク
は
好
き
に
は
な
れ
な
い
。

て
ん
き

け
れ
ど
こ
の
好
き
に
な
れ
な
い
と
い
う
点
が
、
と
き
に
効
く
。
ヴ

ァ
レ
ン
チ
ィ
ノ
の
初
登
場
も
好
き
と
嫌
い
に
わ
か
れ
た
も
の
で
あ

る
。
男
子
フ
ァ
ン
は
総
ス
カ
ン
、
女
性
フ
ァ
ン
は
た
め
い
き
新

に
お

か
ん

人
。
ロ
ー
ク
に
も
そ
の
匂
い
あ
り
。
原
名
「
九
週
間
半
」
。
場
所
二

き
ん
ぱ
い
ぱ
い

ユ
ー
ョ
ー
ク
。
時
は
現
代
ｃ
男
と
女
が
逢
っ
た
。
男
は
金
の
売
買

騒
蝿
趨
識

騨溌

ﾛ

１
１３９
１

ｆ識：

躍驚
欝欝

に
ん

航
ろ
う
づ
と

人
。
女
は
画
廊
勤
め
。
女
は
離
婚
し
た
ば
か
、
ソ
。
こ
の
一
一
人
。
ひ

お
お

と
目
惚
れ
。
女
が
男
の
誘
い
に
こ
わ
ご
わ
応
じ
る
一
週
間
。
ｊ
ｂ
ち

ろ
ん
逢
っ
た
日
に
二
人
は
肌
を
ゆ
る
す
。
二
週
間
目
、
男
が
女
に

牌
』
ん
患
う

目
か
く
し
さ
せ
る
。
一
二
週
目
、
男
が
女
に
男
装
さ
せ
る
。
四
週
間

は
ゆ
か

目
、
男
が
女
に
犬
に
な
れ
と
い
う
、
這
っ
て
床
の
も
の
を
口
で
ノ
、

え
ん
ど

わ
え
ろ
と
命
じ
る
．
：
と
い
う
こ
の
九
週
間
半
が
い
か
な
る
Ｅ
Ｎ
Ｄ

を
画
面
で
見
せ
る
か
。
女
は
キ
ム
・
ベ
イ
シ
ン
ジ
ャ
ー
。
「
ナ
チ

ュ
ラ
ル
」
に
出
て
い
た
。
監
督
が
「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ダ
ン
ス
」
の

エ
イ
ド
リ
ァ
ン
・
ラ
イ
ン
ゆ
え
、
あ
く
ど
い
演
出
は
し
て
い
な
い

う

が
、
見
る
か
ら
に
ミ
ッ
キ
ー
・
ロ
ー
ク
売
り
出
し
の
野
心
映
画
と

わ
か
る
。

×

こ
と
し
の
東
京
は
二
度
三
度
と
雪
に
い
じ
め
ら
れ
た
。
そ
れ
で

も
梅
も
見
事
に
、
や
が
て
今
日
あ
た
り
は
桜
が
っ
ぽ
み
を
ふ
く
ら

ま
せ
て
き
た
。
今
日
は
三
月
三
十
一
日
。
こ
の
二
日
ま
え
、
お
久

し
振
り
で
赤
坂
で
谷
崎
潤
一
郎
先
生
の
未
亡
人
の
松
子
さ
ん
と
お

逢
い
し
た
。
松
子
さ
ん
と
お
逢
い
す
る
と
、
い
つ
も
神
戸
大
阪
の

話
し
に
な
る
。
神
戸
ぺ
ん
、
大
阪
べ
ん
に
な
る
。

お
と
し
は
う
か
が
わ
ぬ
が
、
も
は
や
八
十
を
こ
え
ら
れ
た
と
思

う
。
や
せ
て
小
さ
く
な
ら
れ
、
き
れ
い
な
和
服
で
、
話
し
合
っ
て
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人
鬼
２
人
組
が
く
り
ひ
ろ
げ
る

殺
人
合
戦
。
ア
メ
リ
カ
ン
・
ユ

ー
モ
ア
に
溢
れ
た
今
世
紀
最
高

と
呼
ば
れ
る
サ
ス
ペ
ン
ス
・
コ

メ
デ
ィ
の
傑
作
。

作
。
Ｊ
・
ケ
ッ
セ
ル
リ
ン
グ

演
出
・
夏
目
俊
二
、
出
演
・
小

倉
啓
子
、
松
原
朱
鞠
、
小
林
宏

司
ほ
か
。

★
こ
の
公
演
の
チ
ケ
ッ
ト
を
加
名
様
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
希
望
者
は
葉
書
に
住
所
・
氏

名
を
明
記
、
神
戸
っ
子
「
劇
団
神
戸
」
係

へ
。☆

国
立
モ
ス
ク
ワ
ボ
リ
シ
ョ
イ

舞
台
サ
ー
カ
ス

５
月
３
日
（
祝
）
４
日
（
日
五
時
・
皿
時
・

面
時
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
ホ
ー
ル
大
人
２

５
０
０
円
、
小
人
１
５
０
０
円

ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
楽
し

さ
満
載
の
サ
ー
カ
ス
。
世
界
で

も
内
容
、
規
模
と
も
に
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
を
誇
る
ソ
連
に
東
独
・

ブ
ル
ガ
リ
ア
・
チ
エ
コ
・
ハ
ン

★
地
球
最
後
の
遊
牧
民

君
。
ご
隆
傍
田
園
写
真
展

４
月
狸
日
（
土
）
’
５
月
溺
日
（
日
）
神
戸

市
立
博
物
館
一
般
５
０
０
円
、
高
大
生

４
０
０
円
、
小
中
生
３
０
０
円

ア
フ
リ
カ
中
西
部
に
広
が
る

サ
ハ
ラ
砂
漠
。
人
の
文
明
に
未

だ
染
ま
る
こ
と
な
い
壮
大
な
こ

の
地
で
生
活
し
て
い
る
〃
ワ
ー

ダ
ペ
族
″
・
彼
ら
は
現
在
で
も

厳
し
い
自
然
の
中
で
牛
や
羊
を

放
牧
し
、
牧
草
を
求
め
て
、
数

百
ｍ
を
遊
牧
し
て
い
る
。
そ
し

て
一
年
に
一
度
、
雨
季
を
迎
え

る
と
彼
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
堰

を
切
っ
た
よ
う
に
爆
発
し
、
加

日
間
に
お
よ
ぷ
祭
り
が
行
わ
れ

る
。

ア
メ
リ
カ
の
女
流
写
真
家
で

京
都
で
日
本
画
を
学
ん
だ
キ
ャ

ロ
ル
・
ペ
ッ
ク
ウ
イ
ズ
が
、
肥

サーカスの華ノ

１
１４０
１

ご
常
亀
：

★
地
球
最
後
の
遊
牧
民
☆
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
ロ
ー
ゼ
ル

ョ
○
ご
隆
傍
田
園
写
真
展
ド
イ
ツ
人
形
劇
の
伝
統

４
月
狸
日
（
土
）
’
５
月
溺
日
（
日
）
神
戸
５
月
８
日
（
木
）
岨
時
半
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア

市
立
博
物
館
一
般
５
０
０
円
、
高
大
生
タ
ー
一
般
２
５
０
０
円
、
中
・
高
生
、

ア
フ
リ
カ
中
西
部
に
広
が
る
増

サ
ハ
ラ
砂
漠
。
人
の
文
明
に
未
日
本
で
は
人
形
劇
は
子
供
た

だ
染
ま
る
こ
と
な
い
壮
大
な
こ
ち
の
楽
し
む
も
の
、
と
さ
れ
て

の
地
で
生
活
し
て
い
る
〃
ワ
ー
い
る
が
海
外
で
は
既
に
ひ
と
つ

ダ
ペ
族
″
・
彼
ら
は
現
在
で
も
の
演
劇
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

厳
し
い
自
然
の
中
で
牛
や
羊
を
る
よ
う
で
あ
る
。

放
牧
し
、
牧
草
を
求
め
て
、
数
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
ロ
ー
ゼ
ル

百
ｍ
を
遊
牧
し
て
い
る
。
そ
し
は
人
形
彫
刻
の
世
界
の
可
能
性

て
一
年
に
一
度
、
雨
季
を
迎
え
に
心
ひ
か
れ
、
あ
れ
こ
れ
試
作

る
と
彼
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
堰
す
る
う
ち
に
「
道
化
グ
ス
タ
フ
」

を
切
っ
た
よ
う
に
爆
発
し
、
ｍ
が
誕
生
す
る
。
鏡
の
前
で
、
友

紹
介
。
自
然
と
人
間
と
の
飾
り

の
な
い
関
わ
り
が
、
新
鮮
に
そ

し
て
強
烈
に
伝
わ
っ
て
く
る
。

･ 1 ワーダベ族, ’

写捉活遊ベヮ
真えか牧とＩ
をたら生のダ

わ力が
た月、
るに１８

人
た
ち
の
前
で
、
そ
し
て
観
客

の
前
で
グ
ス
タ
フ
と
他
の
人
形

た
ち
は
動
き
、
様
女
な
性
格
を

表
わ
し
て
い
く
。

人
形
と
い
う
生
き
て
い
な
い

も
の
を
用
い
な
が
ら
、
短
時
間

の
内
に
生
命
あ
る
も
の
に
変
え

て
し
ま
う
技
術
と
芸
術
的
表
現

が
彼
の
名
舞
台
を
作
っ
て
い
る

☆
コ
メ
デ
ィ
・
ド
。
フ
ウ
ゲ
ッ

毒
薬
と
老
嫁

蝿

這

恥蕊蕊蝕霧認
｢ 夜の美女」

雲５
月
幻
日
（
火
）
’
６
月
１
日
（
日
）
元
町

風
月
堂
ホ
ー
ル
２
８
０
０
円

世
は
ま
さ
に
殺
人
狂
時
代
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
閑
静
な
高
級

住
宅
街
を
舞
台
に
、
愛
矯
た
っ

ぷ
り
、
カ
ワ
ュ
イ
お
婆
ち
や
ま

＝
姉
妹
と

子
フ
ー
フ
ン

》
ケ
ン
シ

’
ユ
タ
イ

☆
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
た
め
い
き

ヘ
レ
ン
・
メ
リ
ル

５
月
鯛
日
（
金
）
畑
時
半
神
戸
国
際
会
館

３
３
０
０
円

へ
リ
ン
。
メ
リ
ル
と
い
え
ば

「
ユ
ー
ド
・
ビ
ー
・
ソ
ー
・
ナ

イ
ス
ー
」
（
帰
っ
て
く
れ
れ
ば
う

れ
し
い
わ
）
の
メ
ロ
デ
ィ
が
浮

か
ぶ
。
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

で
流
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
の
で

若
い
層
に
も
馴
染
み
深
い
が
、

加
年
以
上
の
キ
ャ
リ
ア
を
も
つ

ベ
テ
ラ
ン
・
シ
ン
ガ
ー
。
あ
ま

り
声
垂
で
聞
か
せ
る
タ
イ
プ
で

は
な
い
が
、
ハ
ス
キ
ー
な
甘
い

声
質
で
聞
く
者
を
魅
惑
す
る
。

蕊

重ｒ
音

楽

瀞
小林宏司

道凶くン
の悪りそ
殺非、つ

奪
回
一
驚
．

容
で
シ
ョ
ー
ア
ッ
プ
さ
れ
た
舞

台
サ
ー
カ
ス
は
大
い
に
雄
り
あ

が
る
だ
ろ
う
。

ガ
リ
ー
各
国
か
ら
も
参
加
す
る

幻
想
的
な
ハ
ト
や
ユ
ー
モ
ラ

ス
な
犬
、
そ
し
て
サ
ー
カ
ス
の

ス
タ
ー
・
ミ
ー
シ
ャ
た
ち
の
名

優
顔
負
け
の
演
技
。
そ
し
て
ス

リ
ル
に
満
ち
た
ア
ク
ロ
バ
ッ

ト
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
内
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鱗
古
典
芸
能

そ
し
て
彼
女
独
自
の
ブ
ル
ー
ス

・
フ
イ
ー
リ
ン
グ
。
幼
い
頃
か

ら
の
黒
人
ジ
ヤ
ズ
メ
ン
た
ち
と

の
交
流
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生

ま
れ
の
都
会
人
の
洗
練
さ
れ
た

セ
ン
ス
か
ら
創
ら
れ
た
も
の
だ

ろ
う
。一

九
六
七
年
か
ら
五
年
間
日

璽
真

☆
ザ
ル
ッ
プ
ル
グ
・
カ
メ
ラ
ー
タ
・
ア

カ
デ
ミ
カ

８
日
（
木
）
四
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル

Ｓ
５
０
０
０
円
（
会
員
４
５
０
０
円
）

Ａ
４
３
０
０
円
（
３
８
０
０
円
）
Ｂ
３

５
０
０
国
岬
（
３
０
０
０
画
Ｕ

☆
フ
ラ
ン
ス
歌
曲
の
夕
べ

バ
リ
ト
ン
／
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ス
ゼ
ー

ピ
ア
ノ
／
ダ
ル
ト
ン
・
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ

ン９
日
（
金
）
廻
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル

Ａ
（
指
定
）
４
０
０
０
円
Ｂ
（
当
日

指
定
）
３
０
０
０
円

☆
吹
奏
楽
団
プ
ラ
ス
・
ポ
ル
テ
ー
ニ
ョ

第
掘
回
定
期
演
奏
会

加
日
（
土
）
犯
時
半
神
一
旦
入
化
大
ホ
ー

ル
４
０
０
円
（
当
日
４
５
０
円
）

☆
神
戸
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
定
期
演

奏
会

ｎ
日
（
日
）
皿
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル

一
般
１
２
０
０
円
（
当
日
１
５
０
０
円
）

学
生
７
０
０
円
（
１
０
０
０
円
）
フ
ァ

ミ
リ
ー
３
０
０
０
円

☆
〃
天
使
の
フ
ル
ー
ト
″
ベ
ル
デ
ィ
ー

ン
・
ス
デ
ン
ベ
ル
グ

型
日
（
木
）
四
時
神
戸
寡
化
大
ホ
ー
ル

Ｓ
４
０
０
０
ｍ
ｕ
Ａ
３
０
０
０
国
Ｐ
Ｂ

ヘレン ｡ メリル

★
筒
井
康
隆
原
作
〃
ス
タ
ア
″

５
月
翠
日
よ
り
三
ノ
宮
新
ア
サ
ヒ
に
て
上

映
大
人
１
１
０
０
円
（
当
日
１
３
０
０

本
で
幕
ら
し
た
こ
と
も
あ
る
だ

け
に
、
日
本
語
も
う
ま
く
、
日

本
へ
の
関
心
も
理
解
も
深
い
。

そ
れ
だ
け
に
日
本
の
観
客
と
の

ふ
れ
あ
い
も
大
き
い
だ
ろ
う
。

前
述
の
曲
の
他
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

曲
が
並
び
、演

☆
世
界
平
和
へ
の
道

藤
舎
推
峰
ｌ
笛
一
管
は
届
る

鍋
日
（
水
）
狸
時
半
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
３
０
０
０
円
（
会
員
２
７
０
０
円
）

一
》
軍
碑
〈
映
画

★
市
民
映
画
劇
場
「
カ
ル
メ
ン
」

詑
日
（
木
）
麹
日
（
金
）
蝿
時
半
型
日
（

土
）
型
時
神
戸
文
化
小
ホ
ー
ル
８

０
０
円

☆
ア
フ
リ
カ
映
画
祭

３
日
（
土
）
「
黒
い
女
神
」

加
日
（
土
）
「
オ
マ
ｉ
ル
・
ガ
ト
ラ
ト
」

苅
日
（
土
）
「
三
千
年
の
収
謹
」

２
０
０
０
円

★
神
戸
室
内
今
自
棄
団
定
期
演
奏
会

指
揮
・
音
楽
監
督
岩
淵
龍
太
郎

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
江
藤
俊
哉

幻
日
（
火
）
羽
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル

２
０
０
０
円
（
当
日
２
５
０
０
円
）
高

校
以
下
１
５
０
０
円
ペ
ア
３
０
０
０

円☆
大
江
浩
志
フ
ル
ー
ト
リ
サ
イ
タ
ル

麺
日
（
水
）
躯
時
半
生
田
文
化
会
館

１
５
０
０
円

フ
ァ
ン
で
あ
る
内
藤
誠
が
メ
ガ

ホ
ン
を
と
り
、
い
よ
い
よ
映
画

化
さ
れ
た
。

ス
タ
ア
同
志
の
二
人
（
水
沢

ア
キ
、
原
田
大
二
郎
）
が
結
婚

円
）
小
人
９
０
０
円
（
１
１
０
０
円
）

浦
年
の
初
演
以
来
、
話
題
を

呼
び
続
け
る
筒
井
康
隆
の
初
戯

曲
〃
ス
タ
ア
〃
。
熱
狂
的
筒
井

映
画

☆
劇
団
そ
ぞ
ら
群
「
ヒ
ト
ガ
タ
抄
」

、
日
（
土
）
ｎ
日
（
日
）
”
日
（
土
）
狙
日

（
日
）
理
日
（
土
）
溺
日
（
日
）
狐
日
（
土
）

６
月
１
日
（
日
）
四
時
ア
ー
ト
ガ
レ
ー

★
葬
且
牢
座
公
演
「
地
の
乳
房
」

翠
日
（
木
）
調
日
（
金
）
型
日
（
土
）
塑
時
巧

分
溺
日
（
日
）
過
時
半
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル
３
０
０
０
円

☆
劇
団
花
伝
ツ
ア
第
６
回
公
演

「
ツ
ー
リ
ン
グ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」

４
日
（
日
）
廻
時
半
神
戸
文
化
小
ホ
ー

ル
－
３
０
０
円
（
当
日
１
５
０
０
円
）

★
地
人
会
公
演

「
ピ
ア
フ
Ⅱ
生
命
娠
継
え
つ
き
て
Ⅲ
」

５
日
（
祝
）
畑
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル

Ｓ
５
０
０
０
口
腰
Ａ
４
０
０
０
阿
惇
Ｂ

３
０
０
０
円
Ｃ
２
５
０
０
円

忽
鳶

☆
大
丸
美
術
画
廊

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
ガ
ラ
ス
展

５
／
１
１
５
／
６

益
：

理
日
（
土
）
「
ア
モ
ク
」

市
立
博
物
館
ｎ
時
４
時
４
０
０

円
当
﹈
日
５
０
０
円

彼
ら
の
新
居
開
き
の
パ
ー
テ
ィ

に
招
か
れ
た
。
評
論
家
、
作
曲

家
、
芸
能
記
者
た
ち
の
パ
ー
テ

ィ
で
次
々
に
起
こ
る
超
Ｓ
Ｆ
的

現
象
。
筒
井
康
隆
自
ら
が
演
じ

る
犬
神
博
士
が
ボ
ル
テ
ー
ジ
を

極
限
に
ま
で
高
め
、
常
識
を
吹

き
飛
ば
す
。

ブ
ラ
ッ
ク
ユ
ー
モ
ア
い
っ
ぱ

い
の
こ
の
映
画
、
理
屈
抜
き
で

お
楽
し
み
下
さ
い
。

☆
こ
の
映
画
の
チ
ケ
ッ
ト
を
５
名
様
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
希
望
者
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
氏

名
を
明
記
。
神
戸
っ
子
「
新
ア
ザ
ヒ
」
係

へ
。
５
月
５
日
締
切
。

村
田
哨
彦
古
都
風
景
展５

／
８
１
５
／
超

加
藤
孝
俊
作
陶
展
５
／
晦
１
５
／
即

〃
花
〃
を
描
く
遠
藤
昭
吾
展

５
／
理
１
５
／
”

☆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
オ
ブ
ジ
ェ

佐
々
木
麻
こ
新
作
展

５
／
、
１
５
／
Ⅳ

☆
サ
ン
パ
ル
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

丸
木
位
里
・
俊
展
Ｉ
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を

描
く
中
国
の
旅
５
／
２
１
５
／
７

ゑ
の
会
展
５
／
３
１
５
／
“

「
第
週
回
と
う
べ
市
民
美
術
展
」
入
賞

者
特
別
展
５
／
唖
１
５
／
型

松
野
真
理
個
展
・
白
那
郷
銅
雄
宅
／
犯

☆
県
民
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
塑
回
水
葉
会
展
５
／
３
１
５
／
８

第
詔
回
兵
庫
県
美
術
家
同
盟
公
募
展

５
／
皿
１
５
／
ｍ

★
そ
ご
う
美
術
画
廊

森
美
子
・
水
森
亜
土
親
子
展

５
／
１
１
５
／
７

現
代
日
本
画
秀
作
展

５
／
ｍ
ｌ
５
／
狸

伽
前
焼
大
饗
章
・
猛
父
子
展

５
／
躯
１
５
／
錘

は
る
か
彼
方
に
ｌ
岡
蓉
袷
空
軸
霧
援
詔

★
そ
ご
う
プ
チ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

版
画
の
中
の
職
た
ち
展５

／
１
１
５
／
７

芹
沢
娃
介
・
棟
方
志
鋤
郵
醍
握
５
／
型

今
井
ロ
ヂ
ン
油
絵
小
品
展

５
／
躯
１
５
／
塑

小
田
部
正
邦
日
本
画
０
号
展

５
／
麺
１
５
／
配

' 蕊蕊瀦
ガプラックユーモアの渦

’
1４１
１

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



ユ
ー
ハ
イ
ム
や
風
月
堂
、
ド
ン

ク
、
洋
菓
子
の
ヒ
ロ
タ
、
ユ
ー

ハ
イ
ム
コ
ン
フ
ェ
ク
ト
な
ど
お

馴
染
み
の
会
社
か
ら
の
出
品
作

品
が
華
や
か
に
雰
囲
気
を
盛
り

上
げ
た
。
市
民
か
ら
一
般
募
集

し
た
自
慢
の
手
づ
く
り
洋
菓
子

も
展
示
さ
れ
た
。

議鍵; 鍵鍵

残
し
な
が
ら
現
代
的
感
覚
を
取

り
入
れ
た
店
づ
く
り
。

木
の
温
も
り
を
感
じ
さ
せ
る

店
内
は
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空

間
が
取
ら
れ
、
神
戸
ら
し
い
賛

沢
さ
と
い
え
る
。

サ
ロ
ン
感
覚
で
く
つ
ろ
ぎ
な

が
ら
、
ダ
ン
デ
ィ
ー
な
お
酒
落

を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
語

る
店
主
の
武
田
さ
ん
。

皿
中
央
区
元
町
通
５
‐
４
１
個

商
３
４
１
１
０
２
１
９

デニムのカジュアルウェアも

紗
癖

■

○
℃
、
三

★
十
字
屋
洋
服
店
が

ゆ
と
り
の
新
装
オ
ー
プ
ン

元
町
の
十
字
屋
洋
服
店
が
、

４
月
６
日
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
オ

ー
プ
ン
。
正
面
、
山
型
の
入
り

口
の
プ
レ
ー
ト
は
、
小
磯
良
平

画
伯
の
デ
ザ
イ
ン
。

元
町
の
老
舗
の
イ
メ
ー
ジ
を

ＳＰＥＣＮＡＬＭＥＳＳＡＧＩ。鰯
蹄

券

『鵠…篭
+ 認額騨 神戸百店会だより

卿

霞識騨学

中
、
緑
系
統
が
新
鮮
。
白
や
水

玉
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
も
清
涼
感
あ

ふ
れ
、
い
か
に
も
ア
ー
リ
ー
サ

マ
ー
風
だ
。

ラ
ス
ト
の
フ
ォ
ー
マ
ル
ド
レ

ス
は
、
昨
年
に
ひ
き
続
き
、
白

と
黒
が
中
心
。
シ
ッ
ク
で
エ
レ

ガ
ン
ト
な
ス
タ
イ
ル
が
い
か
に

も
リ
ザ
ら
し
く
、
加
周
年
の
重

み
を
感
じ
さ
せ
た
。

:性幽

新装オープンの十字屋洋服店

ｏ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
ｍ
ｏ
『
一
○
三

★
リ
ザ
・
サ
ロ
ン
オ
ー
プ
ン
加

周
年
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

３
月
狸
日
か
ら
３
日
間
、
セ

ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
３
Ｆ
、
リ
ザ
・

サ
ロ
ン
本
店
で
、
オ
ー
プ
ン
加

周
年
記
念
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・

シ
ョ
ー
が
催
さ
れ
た
。

〃
ス
プ
リ
ン
グ
・
ア
ー
リ
ー

サ
マ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〃
を

メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
ジ
エ
ル
ビ

ナ
や
ジ
ン
・
ア
メ
な
ど
の
ブ
ラ

ン
ド
が
紹
介
さ
れ
た
。
春
ら
し

い
色
使
い
の
ス
ー
ツ
や
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
の
数
々
。
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク

ス
の
中
に
も
新
し
い
ラ
イ
ン
が

配
慮
さ
れ
て
い
る
。

夏
に
む
け
て
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
は
、
や
は
り
原
色
が
目
立
つ

０
０
９
０

国
さ
ん
ち
か
店
／
ホ
ー

ム
＆
ラ
イ
ブ
河
３
９
１

衝
４
０
４
５

■
三
壱
臣
店
／
セ
ン
タ
ー

ブ
ラ
ザ
雷
３
３
１
．
４

９
６
９

■
サ
ン
一
」
う
べ
店
／
神

戸
駅
前
地
下
街
禰
３
５

１
，
６
０
０
２

■
須
磨
パ
テ
ィ
オ
店
／

商
７
９
２
．
４
６
８
８

１
１４２
１

盟
三
ｍ
ｍ
『
い
「
ア
ー
麺

★
北
野
ラ
イ
ン
の
館
で

神
戸
洋
菓
子
ま
つ
り

３
月
焔
日
１
羽
日
の
８
日
間

北
野
町
の
ラ
イ
ン
の
館
の
２
階

展
示
室
で
神
戸
市
と
兵
庫
県
洋

菓
子
組
合
主
催
の
「
神
戸
洋
菓

子
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
た
。

大
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ケ
ー
キ

を
中
心
に
１
月
か
ら
哩
月
ま
で

の
年
間
歳
時
を
テ
ー
マ
に
作
ら

れ
た
工
芸
菓
子
が
展
示
さ
れ
、

ンＫＯＢＥスイーツカレンダー

鍵

新装カメヤ

Ｃ
で
ｍ
ｚ

☆
お
も
ち
ゃ
の
カ
メ
ヤ
が

お
し
ゃ
れ
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

ス
マ
イ
ル
ア
プ
ル
の
マ
ー
ク

で
お
な
じ
み
の
、
お
も
ち
ゃ
の

カ
メ
ャ
の
元
町
１
番
街
の
お
店

が
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
ギ
フ
ト
グ
ッ

ズ
の
お
店
と
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
オ
ー
プ
ン
。

札
幌
、
東
京
、
神
戸
に
し
か

置
い
て
い
な
い
と
い
う
新
感
覚

の
グ
ッ
ズ
を
は
じ
め
、
毎
月
カ

メ
ヤ
独
自
の
テ
ー
マ
に
合
わ
せ

た
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
、
い
ろ
い

ろ
な
ギ
フ
ト
提
案
を
し
て
い
き

た
い
と
の
こ
と
。

と
き
め
く
心
を
贈
る
お
手
伝

い
を
目
指
す
新
シ
ョ
ッ
プ
で
、

あ
な
た
ら
し
さ
を
表
現
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
元
町
東
店
／
元
町
１
番
街
鴛
３
９
１

．
０
７
６
８

■
元
町
店
／
元
町
一
二
丁
目
湾
３
３
１
．
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且己

ﾛ 農
▽
応
募
方
法
⑳
葉
書
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希

望
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
市
中
央
区
東
町

ｍ
ｌ
ｌ
大
神
ピ
ル
９
Ｆ
「
月
刊
神
戸
っ
子
」
神
戸
百

店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
募
下
さ
い
。
５
月
鋤

日
消
印
ま
で
有
効
で
す
。
当
選
者
に
は
神
戸
っ
子
か

ら
当
選
葉
書
を
発
送
、
葉
書
を
持
っ
て
お
店
ま
で
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

鶴識溌琵騨謡 P E O P L E〈4 4＞ＣＯＮＴＥＳＴ
⑬第５回神戸ベストドレッサー
ズ大賞Ｍｓ・お酒落コンテスト
３月2 3 日夜、神戸外国倶楽部

で、ファッションパーク主催の
第５回神戸ベストドレッサーズ
大賞「Ｍｓ､ お酒落コンテスト」
の最終審査が行われた。
５１２名の応募者の中から最終

審査に残ったのはミス・ミセス
とりまぜて1 2 名。最優秀賞には
ＪＡＬからハワイ旅行パーティ
ファッションも提供されるとい
うから応募者のファッションセ
ンスもより一層磨きがかかった
おすぎとピー子、森瑞子、お

おくぽひさこ等審査員の厳しい
目でチェックされ、栄えある最
優秀賞には東大阪市の専門学校
生･ 増家雄子さん( 1 8 ) が輝いた。
またベストドレッサーズ大賞は
三田の家代岡さんに決定した。

霧

デー噂芯

_鵜；

識鶏 鍵‘露ｆＪ
ｆ沖鷺蕊

Ｉ

蕊唖日露

聡

『
○
型
○
い

⑥
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で

６
月
６
日
（
金
）
に
Ｍ
Ｉ
Ｅ
の
デ
ィ

ナ
Ｉ
シ
ョ
ー
が
催
さ
れ
昂
。
１
部

デ
ィ
ナ
ー
は
町
時
、
シ
ョ
ー
は
喝

時
お
分
か
ら
、
２
部
デ
ィ
ナ
ー
は

加
時
、
シ
ョ
ー
は
虹
時
か
ら
入
替

制
で
行
な
わ
れ
る
。
料
金
は
シ
ョ

ー
、
デ
ィ
ナ
ー
、
フ
リ
ー
ド
リ
ン

ク
、
サ
ー
ビ
ス
込
み
で
お
一
人
￥

２
３
，
０
０
０
と
な
っ
て
お
り
、

デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
ご
宿
泊
プ
ラ
ン

で
は
一
人
￥
３
０
，
０
０
０
と
な

っ
て
い
る
。
ご
予
約
・
お
問
合
せ

は
、
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

宴
会
予
約
係
湾
（
０
７
８
）
３
３
１

１
８
１
１
１
ま
で
ど
う
ぞ
。

●
つ
る
や
衣
裳
店
が
６
月
１
日
、

Ａ
Ｍ
ｍ
・
・
０
０
Ｉ
Ｐ
Ｍ
５
．
．
０
０

ま
で
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
国
際

展
示
場
で
〃
御
婚
礼
衣
裳
大
展
示

会
″
を
開
伽
す
る
。
総
絵
羽
の
打

鐘。蕊儒罰I ‘

L‐

割

＝一三一一一二

②温かい交流をもてる時が最高です
有浦喬さん<敵i＃j叢ﾖﾂプ＞
学生時代からＭＡＣでアルバイトを続
け、大学卒業後一時他社へ就職したもの
のやはりＭＡＣと縁が切れず入社して今
年で1 8 年。ブレザーショップ店長を務め
て６年目になる。「学生時代からＭＡＣ
のファンの方がぐっとおしやれになった
時など本当にうれしいですねえ｡ ｣ と語る
口調にも温かみが感じられる。趣味は渓
流つり｡ 吉野や京北に足を運ぶとのこと。

毒
．
織
鱗
溺
致
吟
職
蝿
一

砿

P ＲＥＳＥＮＴ
ｍＲＮＥＲ

綴

●ＭＡＣより
マグカップを

ＭＡＣより、オリジナルのマ
グカップを今回は５名様にプレ
ゼント。色はアイボリーの地に
茶色でかわいいカップルのイラ
スト入り。モーニングコーヒー
カップに最適です。ペアで揃え
ても楽しい。商品の受け取りは
神戸っ子編集室までどうぞ。

掛
を
始
め
と
す
る
予
華
な
衣
裳
、

ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
内
の
ビ
ア
ソ

カ
ス
ポ
ー
ザ
で
お
な
じ
み
の
華
麗

な
ウ
ニ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
が
一
同

に
展
示
さ
れ
る
。
今
秋
、
来
春
挙

式
予
定
の
方
に
は
見
逃
せ
な
い
展

示
会
と
な
り
そ
う
。
問
い
合
わ
せ

は
、
宵
３
２
１
１
０
３
６
０
ま
で

●
シ
リ
ｉ
ズ
の
総
合
メ
ー
カ
ー
の

「
カ
ン
ナ
シ
ニ
ー
ズ
」
か
ら
素
敵

な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
サ
ン
ダ
ル
〃
マ

リ
リ
ン
〃
が
好
評
発
売
中
″
自
然

素
材
を
大
切
に
し
た
と
の
サ
ン
ダ

ル
は
デ
ザ
イ
ン
、
カ
ラ
ー
も
豊
富

に
取
り
揃
っ
て
お
り
お
値
段
も
手

頃
。
こ
の
夏
、
賞
女
の
足
も
と
は

キ
ラ
ッ
と
姉
き
ま
す
。
お
求
め
は

カ
ル
ゾ
ー
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
な
ど

の
お
近
く
の
シ
ュ
ー
ズ
シ
ョ
ッ
プ

で
〃
マ
リ
リ
ン
の
サ
ン
ダ
ル
〃
と

ご
用
命
く
だ
さ
い
。

１
１４３
１

●ミキモトより
フォトスタンドを

真珠のミキモトより、陶器製
ホワイトのフォトスタンドを５
名嫌にプレゼントします。半円
形になっており、写真の見える
部分がハート型で、金色のプチ
どりが素敵。結婚記念写真など
を入れてみてはいかが？受け取
りは神戸っ子編集宝まで。
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ｂ

☆神戸ファッション市民大学ＯＢによるグループ

＜神戸のファッション者B 市化をめざす＞

コウベファッションソサエテイ

Ｋ・函.Ｓ・newsll１１４蕪鱒鰐駕慰弱菱驚…
アートの心
遊び心を持って
ファッション創りを
講師米谷玲子
〈織総聯学校長＞

曝露蕊潔霧露震苧

ＫＦＳ３月のマンスリーサロンは、
３月2 5 日、市立勤労会館で、講師に学
校法人横田学園神戸服装専門学校学校
長米谷玲子さんを迎えて開かれました
米谷先生は、学校経営者あるいはト
ップ指導者としてだけでなく、日本デ
ザイナー協会( ＮＤＫ) 、コウベファッ
ションクリエイター（ＫＦＣ）に所属
するデザイナーとしても活躍し、まさ
にファッション界を“創る”にふさわ
しい女性です。先生の考えるファッシ
ョンクリエイトを中心に、テーマ“創
る”を語っていただきました。
「私達デザインに携わる人間にとっ

て、『創る』という言葉は、欠かせま
せん。“ものを創る”とか、“クリエイ
ション”というのは、深い意味で生活
そのものをいうのであり、人生の縮図
をあらわしているのかもしれません。
何もないところから形にするのが、創

るということです。もちろん、努力な
しでは不可能であり、また、創るとい
うのは、喜びの道にもつながります。
ファッション、具体的に服創りの場合
は、特にそうです。形で表現すること
ができ、すぐに実用的に結びつく、や
りがいという言葉にも置き替えること
ができます。とりわけ、ファッション
の“創る直には、華やかなイメージが
つきまとうすのですが、逆に、かげの
地道な努力、忍耐、積み重ねも大いに
必要になってきます。きらびやかな
“ファッション”という言葉の過程に
は、特に地道さを欠かすことができま
せん。私は、トップ教育者となるまで
の下積み時代が長く、デザイナーとし
ても、戦後のファッションとともに歩
んで来たといえます。東京ドレメ時代
に厳しく教えられた服創りは、今もな
お私に、妥協しない服創りを示してく

れ、物創りに大切な指導者の役割を、
充分に考えさせてもくれます。現在で
は、生徒達の個性を伸ばしてやりなが
ら、厳しく指導し、時代にあったシャ
ープさ、鋭い感覚を磨いてやることを
私の“創る”に対する答として実行し
ています。物創りには、何であれ、し
っかりとした信念、思想を持たなけれ
ば、その創造物が、人を魅了すること
のできるものには完成いたしません。
また、アートの心、芸術性を持って、
物を創るともいいますが、ビジネスを
アートに引き上げるだけのものを創り
上げなくては、感銘を与える事を成し
得ません。すべての物創りにおいて、
水準技術が高い日本人です。あとは、
ファッションに必要な遊び心を日本の
外に出て、離れた立場で認識するこ
と、また、日本古来の美を再認識する
だけです。精神からの変化と、忍耐強
さで、自分たちの域を超えたクリエイ
ティブな創造物が生まれるのですか
ら」

神戸ファッション研究所
誰壷墓今募集中／

－１恒例野外研修一
ワイン城見学と神戸ビーフを楽しむ
日時５月1 1 日（日）Ｐ：Ｍ１２：００
場所西区押部谷農業公園ワイン城会没￥3 , 0 0 O
ご参加ご希望の方は、月刊神戸っ子山根まで
商3 3 1 - 2 2 4 6
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木
曜
（
も
し
く
は
第
四
土
曜
）

の
午
後
五
時
半
か
ら
約
二
時
間

プ
ロ
の
講
師
を
招
い
て
行
な
わ

れ
る
こ
の
レ
ッ
ス
ン
。
ク
リ
ス

タ
ル
が
場
所
を
提
供
す
る
と
い

う
形
で
、
お
客
さ
ん
が
中
心
に

な
っ
て
始
め
ら
れ
た
。
会
費
は

月
額
三
千
円
で
、
会
員
に
な
れ

ば
、
月
一
回
の
レ
ッ
ス
ン
日
の

飲
食
代
は
無
料
の
他
、
オ
ー
ル

タ
イ
ム
飲
食
代
が
三
千
円
、
カ

ラ
オ
ケ
・
カ
セ
ッ
ト
練
習
が
無

料
と
い
う
特
典
が
あ
る
。

詳
し
く
は
、
ク
リ
ス
タ
ル
の

柿
田
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ま
で
。

ロ
ラ
ウ
ン
ジ
ク
リ
ス
タ
ル
中
央
区
北
畏

狭
通
二
丁
目
タ
イ
シ
ン
サ
ン
セ
ッ
ト
ピ
ル

６
Ｆ
宮
唖
１
２
７
５
１

北海道ムードが満点

☆
大
阪
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
に

に
し
む
ら
加
排
オ
ー
プ
ン

神
戸
の
香
り
、
宮
水
瑚
誹
で

有
名
な
に
し
む
ら
抑
誹
店
が
大

阪
ピ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
の
パ
ー
ク

ア
ベ
ニ
ュ
ー
に
面
し
た
〃
ツ
イ

ン
皿
〃
の
正
面
玄
関
に
４
月
１

日
オ
ー
プ
ン
し
た
。
地
上
調
階

高
さ
剛
ｍ
の
超
高
層
ビ
ル
で
大

阪
城
が
箱
庭
の
よ
う
に
見
え
る

ツ
イ
ン
皿
は
松
下
グ
ル
ー
プ
の

オ
フ
ィ
ス
ピ
ル
で
、
に
し
む
ら

瑚
誹
も
大
理
石
と
皮
張
り
の
椅

子
が
格
調
高
く
、
オ
ー
プ
ン
以

来
大
盛
況
だ
。
中
央
の
円
柱
の

周
囲
は
川
瀬
喜
代
子
社
長
の
考

案
で
見
事
な
生
花
が
飾
ら
れ
、

寛
ぐ
人
々
の
目
を
和
ま
せ
て
い

る
。

サイモンさん一家

i鶴 び
っ

篭鍵

轍

毎両

撒網

鰯
雪

ＯＢ. Ｐ店内で川瀬喜代子社長

エ

蕊

回
神
戸
に
し
む
ら
瑚
誹
Ｏ
Ｂ
Ｐ
店
／
ツ
イ

ン
別
１
階
管
０
６
‐
９
４
７
１
５
０
３
３

８
Ａ
Ｍ
Ｉ
㈹
Ｐ
Ｍ
無
休

☆
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
伝
統
の
味

モ
ロ
ッ
コ
生
ま
れ
の
シ
ェ
フ

エ
ル
マ
レ
。
サ
イ
モ
ン
さ
ん
が

モ
ロ
ッ
コ
料
理
店
〃
マ
ラ
ケ
ッ

シ
ュ
〃
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

マ
ラ
ケ
ッ
シ
ュ
は
サ
イ
モ
ン

さ
ん
の
お
母
さ
ん
の
故
郷
。
新

鮮
な
素
材
を
な
る
べ
く
自
然
な

味
で
伝
え
た
い
と
い
う
サ
イ
モ

ン
さ
ん
。
ス
パ
イ
ス
と
ハ
ー
ブ

の
使
い
方
が
お
い
し
さ
の
キ
ー

に
な
っ
て
い
る
。
味
つ
け
は
特

に
日
本
人
向
け
に
変
え
て
な
い

そ
う
だ
が
、
意
外
に
モ
ロ
ッ
コ

料
理
は
日
本
人
の
舌
に
合
う
。

炭
焼
き
ブ
ロ
シ
ェ
ッ
ト
、
タ

ジ
ン
、
ク
ス
ク
ス
な
ど
モ
ロ
ッ

コ
の
伝
統
料
理
が
楽
し
め
る
。

繋

上印

国
中
央
区
中
山
手
通
１
１
釦
ｌ
腸
メ
ゾ
ン

ド
山
手
Ｂ
１
茸
加
－
３
４
４
０
月
曜
休

５
Ｐ
Ｍ
Ｉ
吃
Ｐ
Ｍ
（
土
・
日
の
み
ラ
ン
チ

あ
り
）
デ
ィ
ナ
ー
コ
ー
ス
３
千
円
よ
り

★
ラ
ウ
ン
ジ
ク
リ
ス
タ
ル
で

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
発
足

楽
し
く
唄
い
、
語
ら
い
、
会

員
相
互
の
親
睦
を
図
る
、
と
い

う
目
的
で
発
足
し
た
ク
リ
ス
タ

ル
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
。
ラ
ウ
ン

ジ
ク
リ
ス
タ
ル
に
て
毎
月
第
二

駕篭

カラオケのレッスン風景

145

鍵

開
店
巧
年
に
な
る
蝦
夷

は
、
北
海
道
の
本
物
の
味
の

店
。
こ
の
店
で
し
か
飲
め
な

い
余
市
ワ
イ
ン
に
は
ル
イ
ベ

地
酒
。
千
歳
鶴
に
は
珍
味
各

種
、
ビ
ー
ル
に
は
ジ
ャ
ガ
バ

タ
ー
と
、
酒
と
料
理
の
絶
妙

な
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
楽
し
め

る
。

毛
鰻
五
’
八
千
円
、
石
狩
鍋
千
八
百

円
、
ル
イ
ベ
千
五
百
円
、
帆
立
貝
千

円
、
焼
魚
（
雌
、
錬
、
氷
下
魚
）
八

百
円
’
千
円
、
余
市
ワ
イ
ン
（
ボ
ト

ル
）
三
千
円
、
エ
歳
潤
六
百
円
、
ビ

ー
ル
七
百
円

●
神
一
戸
う
ま
い
も
ん

と
ド
リ
ン
キ
ン
グ

北
海
道
郷
土
料
理

蝦
夷
（
壱
え
ぞ
）

中
央
区
市
曲
手
通
１
１
４
１
ｍ
束
門

会
館
１
Ｆ
宮
３
３
１
１
７
７
７
０

Ⅳ
函
鋤
Ｉ
鯛
”
釦
日
祝
休

壁
に
張
り
つ
け
た
熊
の
剥

製
ア
イ
ヌ
夫
婦
の
一
刀
彫
な

ど
北
海
道
の
ム
ー
ド
が
い
っ

ぱ
い
。鱗 蕊灘
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が
集
ま
っ
て
華
や
か
に
除
幕
式

が
催
さ
れ
た
。

☆
小
磯
画
伯
が
薬
師
寺
展
に

描
き
下
ろ
し
の
三
点
を

こ
の
秋
、
奈
良
の
薬
師
寺

（
高
田
好
胤
管
長
）
が
、
天
武
天

皇
御
忌
一
三
○
○
年
を
記
念
し

て
薬
師
寺
展
が
全
国
各
地
で
開

か
れ
る
。
そ
の
記
念
行
事
の
一

環
と
し
て
現
在
日
本
に
お
け

設
展
を
開
く
。

神
戸
の
地
元
小
磯
良
平
画
伯

も
依
頼
を
受
け
、
こ
こ
数
年
依

頼
さ
れ
た
絵
は
描
か
れ
な
か
っ

た
小
磯
画
伯
が
三
点
を
制
作
。

三
月
二
十
六
日
に
薬
師
寺
の
安

田
喚
胤
事
務
局
長
が
御
影
の
御

自
宅
へ
絵
を
受
け
と
り
に
。
「
小

磯
先
生
の
絵
が
一
番
に
出
来
上

り
、
二
十
五
日
に
は
神
栄
石
野

証
券
の
石
野
惇
子
夫
人
が
、
ご

主
人
と
ご
子
息
の
法
養
と
ご
写

経
に
当
寺
へ
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て

望
月
美
佐
一
門
の
書
か
れ
た
法

華
経
九
巻
を
奉
納
な
さ
っ
た
日

で
、
神
戸
と
ご
縁
が
あ
る
と
喜

ん
で
い
ま
す
」
と
語
っ
て
い
た

★
淀
川
長
治
さ
ん

川
喜
多
賞
受
賞

本
誌
で
お
な
じ
み
の
淀
川
長

ブ
リ
ス
ベ
ー
ン
市
は
、
人
口

約
七
十
三
万
人
の
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
第
三
の
都
市
で
、
神
戸
市

に
と
っ
て
は
六
番
目
の
姉
妹
都

市
と
な
る
。

式
で
は
、
サ
リ
ア
ン
。
ア
ト

キ
ン
ソ
ン
ブ
リ
ス
ベ
ー
ン
市
長

宮
崎
辰
雄
神
戸
市
長
を
は
じ
め

両
市
の
関
係
者
が
多
数
出
席
。

署
名
の
あ
と
市
旗
の
交
換
も
あ

っ
た
。こ

れ
か
ら
は
、
太
平
洋
を
は

さ
ん
だ
両
市
の
間
で
、
貿
易
。

観
光
と
よ
り
多
く
の
交
歓
を
希

望
し
た
い
。

☆
豪
・
ブ
リ
ス
ベ
ー
ン
市
と

姉
妹
都
市
宣
言

神
戸
市
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
ブ
リ
ス
ベ
ー
ン
市
の
姉
妹
都

市
提
携
宣
言
書
調
印
式
が
、
三

月
三
十
一
日
、
相
楽
園
会
館
で

行
な
わ
れ
た
。

両

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

１
１４６
１

市旗の交換をする両市長

永
精
一
郎
市
長
と
辻
本
勇
氏
、

谷
崎
潤
一
郎
の
孫
に
あ
た
る
高

橋
百
子
さ
ん
に
よ
る
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
や
、
芦
屋
市
在
住
で
谷
崎

作
品
と
は
縁
の
あ
る
女
優
吉
沢

京
子
さ
ん
が
細
雪
の
一
節
を
朗

読
す
る
な
ど
約
三
百
名
の
来
賓

り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

震
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

卸
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
’
一
’
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
の
郵
便
局
の
隣

宮
○
七
八
’
二
三
一
’
二
一
一
四

☆
由
縁
の
芦
屋
川
沿
い
に

谷
崎
潤
一
郎
文
学
碑
建
立

文
豪
谷
崎
潤
一
郎
氏
の
生
誕

百
年
を
記
念
し
て
由
縁
の
深
い

芦
屋
川
沿
い
に
「
細
雪
」
の
文

学
碑
が
建
立
さ
れ
、
４
月
６
日

除
幕
式
が
催
さ
れ
た
。

芦
屋
文
化
協
議
会
々
長
の
辻

本
勇
氏
ら
が
中
心
と
な
っ
て
昨

年
実
行
委
員
会
が
結
成
さ
れ
、

津
高
和
一
画
伯
が
造
型
し
、
「
細

雪
」
の
碑
文
は
谷
崎
松
子
夫
人

が
、
説
明
文
は
故
足
立
巻
一
氏

碑の前で花束を受ける高橋百子
晴き五はれてに
での分桜当た亥りよ
松快咲が日。まつ

- ＝q 乞舞一一

誕
生
日

あ
り
が
と
う

連
動

の返名お旅手でさくのちしを手本一になみれの連こ笹輿1 9 詑騨本牒古鴬硬あ高

溌: 織識蕊
紙動･ 所場福た、り（まで 啓（に、切か類を送ほてん切
を発折、合社古今い、、 発ザし台手ら毎、つどいな手
送行り氏はの切まカコ多こ 資１あ紙を I まに主て残ま切が

熟兜
鼎
Ｆ
‘
仏
Ｂ
Ｔ
Ｍ
ｒ
ｌ

る
画
壇

の
最
高

嘩
峰
三
六

噸
人
に
描

率
き
下
る

達
し
の
絵

を
依
頼

し
、
併

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



５
月
５
日
（
月
）
か
ら
始
ま

る
。
当
会
に
は
講
演
料
五
○
万

１
１４７
１

☆
神
戸
を
舞
台
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら

神
戸
に
賞
金
百
万
円
を
寄
附
し
善
、
国
内
の
真
珠
キ
ャ
ン
・
へ
－

た
い
旨
の
連
絡
が
本
誌
に
あ
っ
ン
に
活
躍
す
る
「
パ
ー
ル
プ
リ

た
。
五
月
十
一
日
に
映
画
発
祥
ン
セ
ス
」
を
募
集
し
て
い
る
。

の
地
神
戸
に
記
念
碑
を
建
て
る
代
表
パ
ー
ル
プ
リ
ン
セ
ス

会
の
発
会
式
が
あ
り
、
そ
の
時
（
一
名
）
に
は
賞
金
五
十
万
円

点
で
同
会
へ
の
寄
附
が
な
さ
れ
乗
用
車
、
ア
メ
リ
カ
往
復
航
空

円
を
寄
附
さ
れ
る
。

川
さ
ん
の
講
演
会
が
開
か
れ

る
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
銀
河
テ
レ
ビ
小

治
さ
ん
（
映
画
評
論
家
両
歳
）
が
北
野
町
な
ど
神
戸
市
内
で
の
☆
永
遠
と
愛
と
旅
人
と
…

マークエステル

会の仏ん
が展二。
、覧人日

「
風
を
愛
し
て
」

臣
説
「
風

犀
も
大
き
パ
ー
ル
プ
リ
ン
セ
ス
募
集

副
く
、
出
日
本
真
珠
振
興
会
で
は
、
海

身
地
の
外
へ
の
真
珠
の
Ｐ
Ｒ
や
国
際
親

〉謹鵜～，語
昨年の景

さ内すえ目
フ容ま、を
･ もすま迎

う画に洋をス
の家たの辿美
はとど神つ術
運、り秘たに
命偶つに日誘
の然い魅本わ
仕にたせ入れ
業神フら画て
淀戸うれ家西･ でンてと洋
〃出ス日、の
永会人本東道

辞八光加び

識総Ｉ黙誇
鶏社ぴ、整

織苫罵；
佐私楽。つめそ
伯のし円たての
幼か V L - 見方

民児つのるの
江教たでよ‘思

育霊鼎

昨年の審査風景
え目で
、を六今
ま迎回年

図
書

ガ
イ
ド

瀞
目
ｑ
Ⅱ
■
名
目
貝
呂
律

恥
建
》
》
》
一
》
一
》
率
順
需
紀
美

淑
０
零
影
曲
諺
《
帥
丞

離
砺
問
題
を
と
り
あ
げ
た
署
替
は
多

い
が
、
そ
の
後
で
あ
る
再
鮒
問
遡
に
触

れ
た
も
の
は
少
な
い
。
朝
日
新
聞
大
阪

本
社
社
会
部
記
者
の
華
者
が
塑
細
の
秤

婚
し
た
宗
族
を
取
材
し
て
ま
と
め
あ
げ

た
賢
重
な
記
録
で
あ
る
。

全
て
実
名
で
聯
真
つ
き
で
剥
介
さ
れ

て
い
る
の
は
簸
者
の
努
力
も
伺
え
ら
れ

ろ
の
は

中
か
ら
小
山

絵
・
装
丁
を

の
感
性
が
一

数
あ
る
岡
部
伊
福
子
の
エ
ッ
セ
イ
の

か
ら
小
山
三
郎
が
選
び
、
軒
宮
晋
が

・
装
丁
を
受
け
持
ち
、
い
わ
ば
孝
一
者

感
性
が
一
つ
に
な
っ
て
生
ま
れ
た
本

や
さ
し
い
言
葉
、
短
い
文
章
の
中
に

間
へ
の
愛
、
自
然
へ
の
い
つ
く
し

国
際
感
覚
豊
か
な
日
本
人
に
、
と
わ

が
子
員
人
を
外
国
人
学
校
に
通
わ
せ
な

が
ら
、
子
供
と
共
に
勉
強
し
た
母
親
の

体
験
記
。
英
語
学
習
の
苦
労
話
や
、
外

国
人
学
校
の
苦
一
Ｉ
ク
な
学
校
生
活
、

母
親
同
上
の
交
際
ぶ
り
な
ど
が
紺
介
さ

れ
て
い
る
。
著
者
は
現
在
、
神
戸
市
中

央
区
在
住
。

八
自
塑
出
版
九
八
○
円
ｖ
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郡
を
…
」
☆
・
フ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
受
賞
者

崎
と
い
う
石
川
晴
久
油
絵
展
開
催

》
向滝

こ
と
で
小
誌
第
十
五
回
ブ
ル
ー
メ
ー

師
会
会
で
個
展
を
開
い
た
。

神
戸
で
ポ
ー
ト
ピ
ア
油
が
そ
の
後
、
ワ
ー
ル
ド
記
念

時 計が
、
自
然
は
い
っ
が
も
物
静
と
な
っ
て
登
場
す
る
こ
と
に
こ
と
で
は
な
い
か
。

花か
に
変
化
す
る
。

大
い
な
る
計
画

■

温
か
み
伝
わ
れ
ば
い
い
の
だ
が
…
。

な
る
。

と
語
る
。

１
１４８
１

①

属
○
国
邑
弔
○
ｍ
弓

★
千
里
万
博
公
園
に
あ
る
国
立
国
際
美

術
館
長
小
倉
忠
夫
さ
ん
が
、
四
月
付
で

京
謡
国
立
近
代
美
術
鮪
長
に
転
任
。
新

館
長
は
文
化
庁
よ
り
三
木
多
閲
さ
ん
が

国
立
国
際
美
術
館
長
に
就
任
さ
れ
た
。

★
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
の
新
館
長
に
、
神

戸
蹄
人
団
体
協
議
会
那
務
局
長
の
妹
尾

美
智
子
さ
ん
が
、
兼
任
の
ス
タ
イ
ル
で

新
任
。
北
嶋
元
航
長
は
、
神
戸
市
文
化

擬
興
財
団
の
常
務
理
躯
に
四
月
一
日
付

で
新
任
さ
れ
ま
し
た
。

★
生
凪
神
社
の
福
田
蕊
文
宮
司
が
退
官

さ
れ
、
四
月
よ
り
加
藤
隆
久
新
宮
司
の

誕
生
で
す
。

☆
島
京
子
輔
に
よ
る
、
菜
明
の
女
た

ち
』
の
出
版
記
念
の
つ
ど
い
が
、
四
月

二
十
五
日
午
後
四
時
’
六
時
に
、
兵
庫

県
教
育
会
鮪
で
開
か
れ
ま
し
た
。

★
神
戸
ブ
イ
ル
ハ
ー
モ
ー
ー
ィ
の
常
任
指

邦
智
朝
比
奈
千
足
さ
ん
は
、
九
年
閲
に

亙
っ
て
指
抑
を
と
っ
た
大
阪
ブ
イ
ル
ハ

ー
モ
ニ
ィ
交
審
楽
団
を
退
任
、
フ
リ
ー

指
揮
者
と
し
て
活
跳
さ
れ
ま
す
。
マ
ネ

ー
ジ
は
ミ
リ
オ
ン
コ
ン
サ
ｉ
卜
協
会

（
〒
塑
塁
黒
都
港
区
画
新
橋
１
－
，
１

８
／
第
２
森
ピ
ル
宮
”
ｌ
師
１
５
６
３

８
．
５
６
３
９
）

★
大
阪
経
済
大
学
の
小
室
豊
允
経
済
学

部
教
授
が
、
こ
の
程
「
使
用
者
概
念
と

労
働
者
派
辿
」
を
上
梓
さ
れ
ま
し
た
。

（
￥
２
５
０
０
円
）

★
現
代
美
術
の
植
松
室
二
さ
ん
の
新
住

所
は
〒
観
西
宮
市
川
束
町
５
１
釦
１
噸

茸
、
（
妬
〉
９
１
８
６
で
す
。

☆
兵
庫
県
商
工
新
観
光
操
長
兼
企
画
部

企
画
参
鞭
に
吉
村
猛
氏
が
着
任
さ
れ
ま

し
た
。

★
月
刊
神
戸
っ
子
サ
ン
パ
チ
ー
ム
の
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
川
上
正

恒
さ
ん
が
、
川
上
隆
資
と
改
名
さ
れ
ま

し
た
。
〒
卸
中
央
厩
山
木
通
４
丁
阿
亜

１
５１

★
彫
金
潔
の
蓮
田
ジ
ュ
リ
オ
さ
ん
が
、

中
尾
啓
子
さ
ん
と
五
月
十
日
芦
屋
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
で
挙
式
。
ご
結
婚
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

★
ペ
ニ
ー
毛
皮
店
の
大
島
智
恵
さ
ん
が

三
月
’
八
月
迄
ド
イ
ツ
へ
。
具
。
冨
制

司
昌
◎
雷
へ
量
伶
ｏ
量
目
露
酋
弓
ｐ
ｚ

ｏ
胃
涛
崖
９
９
圏
胃
白
ご
”
。
罵

乏
厨
自
○
面
里
夢
ヱ
ペ

弓
昌
合
一
つ
）
《
《
②
強
い
＠
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１
１４９
１

佐
ｌ
今
月
は
書
の
世
畜
で
“
く
ら
し
の

世
ン
書
″
や
〃
動
の
書
〃
な
ど
で
活
躍
さ
れ
て

美
》
晃
》
却
鐸
望
掘
峰
誰
畦
畦
延
獅
型
峠
帥
鞭
嘩

月
金
谷
》
岬
唾
誌
雑
種
蓉
錘
理
極
韮
坤
蓋
叫
小
錨

望
大
雪
恥
せ
諏
窪
プ
誇
諏
諦
嘩
琴
月
に
ふ
さ

一
）
わ
し
い
装
い
・
迂
と
思
い
ま
し
て
ね
。

冊
〃
〃
Ⅵ
．
喪
服
の
と
き
は
、
き
も
の
と
帯
に

切
究
涛
謹
躍
開
画

大
苛
露
臓
…
嬢
；
累
憾
黒

、
で
女
性
が
美
し
く
見
え
る
と
き
で
す
か

ｉ
Ⅲ
ｖ
ら
喪
服
の
お
し
ゃ
れ
と
い
う
の
は
女
に

会
と
藁
蕊
誕
篭
瀞

出
認
態
灘
稽
蕊

１
〃
ク
さ
ん
が
す
ご
く
喜
ん
で
下
さ
っ
て
、

ﾛ …磯崎認人との出会い大切に肇大

一
が
（
笑
）
。
の
一
つ
一
つ
の
出
会
い
で
今
が
あ
る
わ

書
″
を
持
っ
て
行
け
で
、
自
分
自
身
が
好
き
で
無
心
に
書

と
て
も
喜
ば
れ
て
い
て
い
る
〃
書
″
を
通
し
て
の
出
会
い
で

ど
黒
の
組
み
合
わ
す
か
ら
、
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し

て
い
た
だ
き
ま
し
て
行
き
た
い
で
す
ね
。
お
金
も
う
け
な

い
う
訳
か
私
の
ん
て
も
の
は
紙
切
れ
で
す
か
ら
、
も
う

る
し
、
人
気
が
出
け
て
ど
う
の
こ
う
の
と
い
う
気
は
ま
つ

し
、
お
店
が
繁
盛
た
く
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
も
ち
ろ
ん
生
活

笑
）
。
で
き
る
ぐ
ら
い
の
事
は
必
要
で
す
が
…

ロ
ゴ
に
使
っ
て
下
大
谷
そ
う
で
す
ね
。
私
の
仕
事
に
し

酔
優
や
歌
手
の
方
々
ま
し
て
も
、
い
い
人
と
の
出
会
い
し
か

一
頓
が
多
い
ん
で
す
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

》
、
美
空
ひ
ば
り
さ
望
月
お
金
は
自
分
の
身
体
に
か
け
る

一
か
五
○
人
ぐ
ら
い
こ
と
が
大
切
で
、
書
の
お
稽
古
で
も
そ

書
い
て
、
ひ
ぼ
う
で
す
が
、
幼
児
の
頃
か
ら
お
稽
古
ご

り
さ
ん
な
ん
か
と
に
お
金
を
か
け
て
、
自
分
自
身
を
鍛

郡
三
枚
目
で
、
色
錬
し
磨
い
て
い
け
ば
、
ま
た
そ
れ
が
自

華
々
デ
ザ
イ
ン
を
分
に
も
ど
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
よ
。

月鱈
変
え
な
い
と
い

”
け
ま
せ
ん
か
ら
全
葬
連
認
定
葬
祭
専
門
芦
資
洛
承
潟
着

零
帳
に
つ
け
て
蒜
式
会
丑
大
谷
稔
風
狂

鐸
（
笑
）
。

警
篭
摸
天
谷
晃
世

》
大
谷
先
生
の
泌
調
鐸
需
郷
鐸
諦
雨
鍛
詰
理
事

鋤
書
に
対
す
る
神
戸
萌
驚
葬
儀
取
扱
指
定
店
理
事

〃
気
力
″
が
活
酔
雌
し
榊
炉
姉
醒
皿
堰
蝿
唖
麺
皿
Ｉ
ｎ
ｌ
哩

気
や
人
気
に
つ
鈴
Ⅲ
台
支
店
／
回
Ｏ
７
８
１
５
９
２
ｉ
５
４
８
５

奥
さ
ま
に
着
せ
た
い
と
い
っ
て
…
。
プ
い
出
会
い
〃
だ
け
な
ん
で
す
。
い
い
人
と

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
が
（
笑
）
。
の
一
つ
一
つ
の
出
会
い
で
今
が
あ
る
わ

ス
イ
ス
へ
〃
動
の
書
″
を
持
っ
て
行
け
で
、
自
分
自
身
が
好
き
で
無
心
に
書

き
ま
し
た
と
き
も
、
と
て
も
喜
ば
れ
て
い
て
い
る
〃
書
″
を
通
し
て
の
出
会
い
で

グ
ラ
ー
ブ
夫
人
も
白
と
黒
の
組
み
合
わ
す
か
ら
、
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し

せ
の
き
も
の
を
買
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
行
き
た
い
で
す
ね
。
お
金
も
う
け
な

た
。
そ
れ
と
、
ど
う
い
う
訳
か
私
の
ん
て
も
の
は
紙
切
れ
で
す
か
ら
、
も
う

〃
書
″
は
活
気
が
で
る
し
、
人
気
が
出
け
て
ど
う
の
こ
う
の
と
い
う
気
は
ま
つ

る
し
、
運
が
開
け
る
し
、
お
店
が
繁
盛
た
く
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
も
ち
ろ
ん
生
活

す
る
ん
で
す
よ
ね
（
笑
）
。
で
き
る
ぐ
ら
い
の
事
は
必
要
で
す
が
…

そ
れ
で
、
店
名
の
ロ
ゴ
に
使
っ
て
下
大
谷
そ
う
で
す
ね
。
私
の
仕
事
に
し

さ
っ
た
り
、
今
は
俳
優
や
歌
手
の
方
々
ま
し
て
も
、
い
い
人
と
の
出
会
い
し
か

の
楽
屋
の
れ
ん
の
依
頼
が
多
い
ん
で
す
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
田
五
十
鈴
さ
ん
、
美
空
ひ
ば
り
さ
望
月
お
金
は
自
分
の
身
体
に
か
け
る

ん
、
玉
三
郎
さ
ん
と
か
五
○
人
ぐ
ら
い
こ
と
が
大
切
で
、
苦
の
お
稽
古
で
も
そ

な
が
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
私
も
ぜ
ひ
あ

や
か
り
た
い
（
笑
）
。

望
月
私
も
十
七
歳
で
敗
戦
に
な
っ
て

韓
国
か
ら
引
き
揚
げ
て
来
ま
し
た
か
ら

〃
無
″
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

今
日
の
私
が
あ
る
の
は
〃
人
と
の
い

大谷社長
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収

』
平
三
に
し
て
も
”
科

戸
が
生
ん
だ
、
油

彩
・
風
景
画
の
大

先
達
だ
っ
た
。
（
私

が
こ
と
に
親
し
み

を
感
じ
る
の
は
、

す
晶
前
「
平
」
と
「
三
」

擁
の
せ
い
だ
け
で
な

錘
く
、
代
表
作
『
大

鐸
石
田
の
最
上
川
』

症
で
、
わ
が
祖
先
代

な”
々
杵
堤
呈
の
地
を
描

い
て
く
れ
た
（
？
）

か
ら
で
も
あ
る
）

『
兵
庫
県
立
近

一
一
一
平
（
神
戸
女
学
院
大
学
教
授
）

カ
メ
ラ
／
池
田
年
男

三
平
の

や
ぶ
に
ら
み
見
聞
録

〈
そ
の
７
〉

一
見
し
た
と
こ
ろ
、
神
戸
は
、
ゲ
イ
ジ
ュ
ッ
・
ガ
ク
モ
ン
の
影

が
薄
い
街
に
み
え
る
。
つ
い
、
京
都
と
く
ら
べ
る
か
ら
か
も
し
れ

な
い
。が

、
ガ
ク
モ
ン
は
と
も
か
く
、
「
近
代
美
術
」
に
か
ん
す
る
か
ぎ

り
、
い
さ
さ
か
の
根
が
あ
る
。
日
本
で
は
、
重
要
な
セ
ン
タ
ー
の

一
つ
だ
。
風
景
も
、
な
か
ば
は
「
洋
風
」
で
あ
る
。

有
名
美
術
史
家
た
ち
は
、
ど
の
文
献
で
も
ほ
と
ん
ど
触
れ
て
な

い
が
、
小
磯
良
平
翁
よ
り
先
輩
の
故
。
霊
山
平
三
に
し
て
も
、
神

海
と
山
に
抱
か
れ
た
ミ
ュ
ー
ジ
ァ
ム

県
立
近
代
美
術
館
を
訪
ね
て

陽繍議鴬謝i…：

小
関

１
１５０
１

代
美
術
館
』
の
誇
り
の
一
つ
は
、
『
金
山
平
三
記
念
室
』
だ
が
、

わ
ざ
わ
ざ
遠
く
か
ら
、
訪
ね
て
く
る
人
も
い
る
。

だ
が
、
『
近
・
美
』
は
、
今
や
、
「
国
際
化
」
に
向
か
っ
て
一
歩

を
踏
み
出
し
た
。
そ
れ
も
、
日
本
の
「
現
代
美
術
」
を
海
外
に
知

ら
し
め
よ
う
と
の
意
気
込
み
で
あ
る
。
今
年
一
月
、
七
年
来
姉
妹

提
携
し
て
き
た
『
ス
ペ
イ
ン
国
立
美
術
館
」
で
の
、
『
具
体
展
』

を
皮
切
り
に
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
そ
の
他
の
諸
外
国
に
、
日
本

近
・
現
代
美
術
を
紹
介
し
は
じ
め
、
ガ
ゼ
ン
注
目
を
浴
び
つ
つ
あ

る
。
パ
リ
に
居
る
私
の
甥
（
内
藤
昌
平
・
日
本
広
報
文
化
セ
ン
タ

ー
館
長
）
に
も
知
ら
し
て
や
り
た
い
。
と
く
に
、
近
代
以
降
の
日

本
に
あ
っ
て
は
も
っ
と
も
前
衛
的
な
運
動
だ
っ
た
と
言
え
る
。

『
具
体
』
グ
ル
ー
プ
を
、
全
国
か
ら
集
め
ら
れ
た
作
品
と
記
録
フ

ィ
ル
ム
で
回
顧
し
紹
介
す
る
ｌ
と
い
う
あ
た
り
が
ニ
ク
い
。

『
近
・
美
」
は
、
『
鎌
倉
美
術
館
』
に
次
い
で
生
れ
た
二
番
目

の
「
県
立
」
美
術
館
だ
が
、
関
西
の
新
進
に
と
っ
て
の
登
龍
門

ｌ
毎
春
の
『
ア
ー
ト
・
ナ
ウ
』
で
も
、
知
ら
れ
て
い
る
．

た
と
え
ば
、
近
頃
は
ス
イ
ス
そ
の
他
で
も
知
ら
れ
だ
し
た
、
青

野
卓
司
ク
ン
（
夙
川
短
大
）
に
し
て
も
、
ペ
ニ
ス
が
林
立
し
て
る

み
た
い
な
、
だ
ん
だ
ら
模
様
の
フ
ァ
イ
バ
ー
。
ア
ー
ト
作
品
を
、

何
年
か
前
に
出
品
し
て
た
。
（
彼
は
、
京
芸
大
で
私
の
単
位
を
奪

い
取
っ
た
、
現
在
の
球
友
で
あ
る
…
…
あ
、
脱
落
。
薩
摩
焼
酎
チ
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座
し
て
る
。

田
新
之
助
作
・
『
深
海
の
帝
王
』
ノ
．
（
ジ
ャ
ー
ン
・
）

右
奥
に
は
、
赤
・
白
だ
ん
だ
ら
の
「
ス
テ
ン
棒
に
し
が
み
つ
い

た
」
ひ
び
割
れ
陶
器
の
、
大
砲
が
、
こ
っ
ち
を
向
い
て
い
る
。
糸

を
土
に
、
タ
テ
を
ヨ
ュ
に
Ｉ
と
い
う
ち
が
い
が
あ
る
が
、
一
瞬

か
つ
て
の
青
野
ク
ン
の
フ
ァ
イ
バ
ー
・
ペ
ニ
ス
（
？
）
を
連
想
し

た
。
色
彩
と
サ
イ
ズ
で
い
ち
ば
ん
目
立
つ
の
は
、
床
を
高
く
上
げ

た
東
南
ア
ジ
ア
風
家
屋
と
も
咋
璽
と
も
つ
か
ぬ
作
品
（
中
厩
雲
〉

だ
ろ
う
。
屋
根
に
は
怪
鳥
が
寝
そ
べ
っ
て
下
を
の
ぞ
き
、
床
下
の

土
で
は
ヘ
ビ
が
カ
マ
ク
ビ
を
も
た
げ
る
ｌ
と
い
う
感
じ
で
、
子

ど
も
た
ち
を
よ
ろ
こ
ば
せ
そ
う
だ
。

白
と
グ
レ
イ
の
ブ
レ

１
－
・
チ
ュ
ー
し

す
ぎ
て
、
酔
っ
ぱ

ら
っ
た
み
た
い
、

ボ
ク
ち
ゃ
ん
。
ひ

と
た
び
、
左
手
に

酒
・
右
手
に
筆
を

取
れ
ば
、
「
ア
ル

チ
ュ
ー
で
・
ラ
ン

ポ
ー
」
に
な
る
の

で
ア
ー
ル
ノ
．
）

今
春
の
『
ア
ー

アート・ナウの会場は巨大な個性的実験ボックス

こ
ぱ
「
木
っ
端
の
中
で
」
育
ち
、
奈
良
県
工
士
云
伝
習
所
で
学
ん
だ
本
格

派
と
み
え
る
。
木
の
強
さ
・
素
朴
さ
に
ハ
ツ
と
さ
せ
る
、
し
か
も

滋
味
に
富
ん
だ
作
だ
。
樹
皮
が
ほ
つ
れ
て
る
の
も
、
Ｅ
・

か
と
思
え
ば
、
黒
い
巨
大
な
方
形
の
怪
人
が
二
体
、
木
の
枝
を

た
ず
さ
え
て
突
っ
立
て
る
み
た
い
な
、
金
属
立
体
も
あ
る
１
１
福

形
の
樹
幹
が
、
斜
め
に
携
ん
で
い
る
。
作
者
・
ふ
じ
い
忠
一
は
、

左
を
向
け
ば
、
石
原
友
明
の
、
バ
カ
で
か
い
愉
快
な
コ
マ
が
、
鎮

１
１５１
１

今
年
は
、
壁
面
を
飾
る
絵
が
少
な
か
っ
た
が
、
た
だ
一
人
の
チ

ャ
キ
チ
ャ
キ
神
戸
っ
子
・
三
村
逸
子
嬢
が
外
国
海
図
の
プ
リ
ン
ト

を
地
に
、
イ
ン
ク
・
水
性
絵
具
と
墨
汁
を
使
っ
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な

『
架
空
の
遊
戯
』
を
、
出
展
し
て
い
る
。

技
法
も
お
も
し
ろ
い
が
、
原
始
・
揮
沌
未
分
の
モ
チ
ー
フ
と
み

え
、
無
数
の
生
き
物
が
、
大
き
な
三
枚
セ
ッ
ト
の
作
品
に
、
ウ
ョ

ウ
ョ
う
ご
め
い
て
い
る
。
女
性
の
手
に
な
る
せ
い
か
、
線
は
柔
か

く
細
や
か
で
、
海
と
魚
、
そ
し
て
「
神
に
近
い
生
命
」
の
「
素
直
」

さ
が
好
き
、
と
言
う
。

ト
・
ナ
ウ
』
も
、
な
か
な
か
楽
し
か
っ
た
。
ま
る
で
遊
園
地
で
あ

る
。
階
段
を
あ
が
る
と
、
日
本
が
誇
る
新
宮
晋
の
、
い
か
に
も
彼

ら
し
い
涼
や
か
な
小
品
が
、
軽
や
か
に
、
風
に
舞
っ
て
い
る
。

（
私
は
、
こ
の
幼
馴
染
み
・
後
輩
を
仰
ぎ
見
て
い
る
の
で
あ
る
。

近
づ
く
と
細
部
は
フ
ク
ザ
ッ
す
ぎ
る
が
、

ホ
ー
ル
に
入
る
と
、
こ
れ
ま
た
バ
カ
で
か
い
磁
石
状
・
逆
Ｕ
字

に
わ
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露蕊警

ン
ド
が
ペ
イ
ス
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
画
面
中
央
を
タ
テ
・
ヨ
コ
に
走

る
、
太
く
あ
ざ
や
か
な
曲
線
が
、
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。

す
べ
て
の
作
者
名
を
挙
げ
ら
れ
な
い
の
は
、
申
し
訳
な
い
し
、

こ
ん
な
風
に
書
い
て
く
る
と
、
単
な
る
遊
園
地
み
た
い
に
誤
解
す

る
人
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
苦
楽
半

ば
し
た
に
ち
が
い
な
い
、
若
さ
あ
ふ
れ
る
力
作
ぞ
ろ
い
で
あ
る
。

ハ
イ
テ
ク
・
エ
イ
ジ
は
、
そ
の
対
極
に
、
有
機
的
な
イ
メ
ー
ジ

を
増
殖
さ
せ
る
。
百
年
前
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
紀
末
も
そ
う
だ
っ

た
。
ゲ
イ
ジ
ュ
ッ
は
、
ア
イ
デ
ィ
ア
と
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
よ
る
一
種

の
ウ
ソ
が
勝
負
だ
が
、
も
と
も
と
、
自
然
の
一
部
に
す
ぎ
ぬ
ホ
モ

・
サ
ピ
エ
ン
ス
の
戯
れ
で
あ
り
、
救
い
で
も
あ
る
。
幼
な
児
の
新

鮮
な
感
受
性
を
持
ち
つ
づ
け
な
け
れ
ば
、
表
わ
し
手
・
味
わ
い
手

の
ど
ち
ら
も
、
楽
し
め
は
し
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
ヘ
リ
ク
ッ
で
ナ
リ
ワ
イ
を
立
て
る
、
ヤ
ポ
な

落
ち
こ
ぼ
れ
ガ
ク
シ
ャ
た
る
わ
が
眼
に
、
ゲ
イ
ジ
ュ
ッ
は
、
と
り

わ
け
ま
ぶ
し
く
映
る
、
い
わ
ゆ
る
現
代
美
術
な
ん
か
、
十
九
世
紀

末
か
ら
二
十
世
紀
二
十
年
に
か
け
て
の
大
胆
な
破
壊
と
創
造
で
、

あ
ら
か
た
試
み
つ
く
さ
れ
た
、
と
見
る
向
き
も
あ
る
が
、
人
間
の

創
造
力
は
無
限
な
ん
だ
な
ァ
…
…
と
、
感
じ
ず
に
は
お
れ
な
い
。

骨
だ
け
み
た
い
な
シ
ャ
カ
イ
ガ
ク
な
ん
か
講
じ
て
る
者
が
ゲ
イ
ジ

ュ
ッ
を
語
る
な
ん
て
、
テ
レ
く
さ
く
て
、
シ
ラ
フ
で
は
ム
リ
。

ケ
イ
ジ
、
ほ
よ
？
と
、
ア
ラ
レ
ち
ゃ
ん
み
た
い
に
つ
ぶ
や
い

て
、
企
画
者
の
名
を
訊
ね
た
ら
、
若
き
才
媛
学
芸
員
・
山
脇
佐
江

子
女
史
だ
っ
た
。
彼
女
は
、
日
本
美
術
史
出
身
だ
が
、
ダ
ン
ナ
か

つ
同
僚
の
山
脇
一
夫
氏
は
、
フ
ラ
ン
ス
・
南
欧
美
術
に
通
じ
た
、

三
つ
揃
え
を
ビ
シ
ッ
と
き
た
ダ
ン
デ
ィ
（
か
つ
カ
ラ
オ
ケ
・
フ
ァ

ン
）
で
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
と
の
交
渉
に
は
彼
が
あ
た
っ
た
ら
し

い
。ド

イ
ツ
・
北
欧
担
当
は
、
ア
ン
ソ
ー
ル
そ
の
他
の
版
画
に
詳
し

い
、
い
か
に
も
篤
実
な
学
究
タ
イ
プ
の
中
島
徳
簿
氏
で
あ
る
。
（
な

ん
で
ボ
ク
ち
ゃ
ん
が
、
い
ま
、
薩
摩
焼
酎
で
ベ
ロ
ン
ベ
ロ
ン
か
と

Ｕ
と
、
彼
が
薩
摩
隼
人
で
あ
り
、
彼
と
の
ナ
レ
ソ
メ
は
、
三
宮
ガ

ー
ド
下
の
『
金
盃
・
森
井
商
店
』
で
、
梅
酎
を
酌
み
交
し
て
以
来

な
の
だ
が
、
四
十
に
近
い
く
せ
に
、
優
雅
な
毒
身
生
活
を
つ
づ
け

て
る
。
ケ
シ
カ
ラ
ン
ノ
．
）

だ
が
、
ま
だ
お
会
い
し
て
な
い
ほ
か
の
ス
タ
ッ
フ
も
、
新
次
長

に
し
て
、
さ
っ
そ
う
た
る
夜
の
紳
士
・
増
田
洋
さ
ん
は
じ
め
、
多

士
済
々
で
あ
る
。
前
次
長
・
小
山
泰
三
さ
ん
に
よ
る
と
、
八
名
の

学
芸
員
た
ち
は
、
学
閥
・
師
弟
閥
を
い
っ
さ
い
排
し
た
構
成
に
、

な
っ
て
る
そ
う
だ
が
、
異
化
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
産
む
に
は
、
そ
れ

が
い
い
。
こ
れ
は
、
ま
だ
ま
だ
「
島
国
的
」
な
裏
面
を
捨
て
切
れ

な
い
日
本
美
術
界
に
あ
っ
て
は
、
意
外
に
大
切
な
こ
と
な
の
だ
。

麺詮画錨睡還鍔畢蝿織謎息 ｡§蝿.笈

２
１
５
１
１

唾
文
人
知
事
・
坂
本
勝
が
つ
く
ら
せ
た
『
近
・
美
』

銅
は
、
開
館
十
五
周
年
を
迎
え
た
。
彫
刻
・
版
画
に
と
く

他
に
力
を
入
れ
て
い
る
が
ジ
ャ
ン
ル
の
別
を
超
え
た
フ
ュ

壷
Ｉ
ジ
ョ
ン
風
の
イ
ベ
ン
ト
（
「
美
術
劇
場
」
シ
リ
ー
ズ
）

霊
で
も
、
ギ
ャ
ラ
リ
イ
で
古
濯
惰
峯
が
日
舞
を
踊
っ
て
以

館蔀
来
、
先
端
を
切
っ
て
き
た
。
抽
象
画
家
。
ク
レ
ー
の
珍

天
ら
し
い
楽
譜
を
発
掘
し
て
、
ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者
・
前
川
澄

毒
夫
（
大
フ
イ
ル
・
篠
山
町
在
住
）
を
柱
に
、
絃
の
ア
ン

貰識
サ
ン
プ
ル
が
、
演
奏
し
た
声
」
と
も
あ
る
。
今
年
の
『
ァ

謡
－
ト
。
ナ
ウ
』
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
藤
島
啓
子
（
ピ
ア

ニ
ス
ト
）
が
、
世
界
に
名
だ
た
る
前
衛
作
曲
家
・
ケ
イ

ジ
に
よ
る
『
ヴ
ァ
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
ズ
・
３
』
の
、
６
時

間
演
奏
で
締
め
く
く
っ
た
。
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１

職 鋪

☆
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館

神
戸
市
灘
区
原
田
通
三
’
八
’
三
○

宮
○
七
八
’
八
○
一
－
一
五
九
一

阪
急
王
子
公
園
駅
下
車
・
国
鉄
灘
駅
下
車

月
曜
日
休
館
午
前
十
時
ｌ
午
後
五
時

（
入
館
は
午
後
四
時
半
ま
で
）

灘箪雲識慰懲

（
ダ
イ
ガ
ク
は
、
さ
ら
に
オ
ク
レ
て
る
。
）

鰐

，壕
睦L

$ 蕊謡

ポ

勘
、

蔦

『
近
。
美
』
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
来
年
の
分
も
き
ま
っ
て
い

る
が
、
こ
の
４
月
旭
日
か
ら
は
『
兵
庫
の
美
術
家
』
（
５
月
錨
日

ま
で
）
を
皮
切
り
に
、
『
ホ
ッ
フ
ニ
ー
の
カ
メ
ラ
。
ワ
ー
ク
展
』

（
６
月
）
、
マ
ド
リ
ー
ド
で
大
喝
采
を
博
し
た
『
具
体
』
回
顧
展

（
８
月
）
、
『
セ
ザ
ン
ヌ
展
』
（
ｍ
１
，
月
）
そ
の
他
と
つ
づ
き
、
そ

し
て
来
春
は
、
い
よ
い
よ
、
日
本
で
は
珍
ら
し
い
現
代
ス
ペ
イ
ン

美
術
展
・
『
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
賛
歌
’
二
○
世
紀
カ
タ
ロ
ニ
ア
美

術
』
、
そ
れ
に
、
阪
神
間
ゆ
か
り
の
『
小
出
猶
重
生
誕
百
年
記
念

展
』
そ
の
他
も
、
催
さ
れ
る
。
（
異
人
館
と
ポ
ー
ト
ピ
ア
し
か
関

心
が
な
い
み
た
い
な
、
ア
ン
ノ
ン
族
多
数
派
も
こ
う
い
う
も
の
を

観
て
帰
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
）

た
だ
し
、
永
年
に
わ
た
っ
て
こ
の
ユ
ニ
Ｉ
ク
な
美
術
館
の
発
展

に
、
陰
な
が
ら
尽
く
し
て
こ
ら
れ
た
、
小
山
さ
ん
が
、
三
月
一
杯

で
定
年
退
職
さ
れ
た
の
を
、
惜
し
む
人
は
多
い
。
小
山
さ
ん
に

は
、
今
回
初
め
て
お
話
を
う
か
が
っ
た
が
、
長
身
・
銀
髪
の
上
品

な
「
実
年
」
ダ
ン
デ
ィ
で
あ
る
。
県
の
文
化
行
政
を
支
え
て
き
た

一
人
だ
け
あ
っ
て
、
お
話
は
見
識
と
含
蓄
に
富
み
、
切
れ
味
も
鋭

い
。
こ
の
人
に
は
、
マ
ド
リ
ー
ド
の
パ
ー
テ
ィ
で
ス
ペ
イ
ン
語
原

稿
を
読
み
あ
げ
て
拍
手
を
浴
び
た
逸
話
も
あ
る
。
（
ス
ペ
イ
ン
語

へ
の
関
心
が
、
日
本
で
は
少
な
す
ぎ
る
こ
と
を
、
私
は
嘆
く
。
）

だ
が
、
小
山
さ
ん
に
は
、
来
年
開
館
の
『
横
浜
市
立
美
術
館
』

の
設
置
準
備
と
い
う
お
仕
事
が
あ
る
。
二
つ
の
港
町
が
、
美
術
で

結
ば
れ
る
日
も
近
い
。

＃

雛：

神戸出身の注目のアーティスト三村逸子さんと作品為架空の遊戯亀（左) と宝塚市出身の郡山広明さんのごへそ、（右上) 美術劇場のユニークな企画者山脇佐江子さん

灘
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